
平成2年度病害虫防除基準 (水稲)の主な新規採用

農薬とその使用法

(農試 環 境部)

1 背 景とねらい

病害虫防除において,最 近の栽培法の多様化,病 害虫の発生動向の変化などから,こ

れらに対応した的確な防除法の開発とその実用化が望まれている。

新規登録農薬等について検討した結果,本 県の病害虫発生様相,防 除効果,及 び安全

性の面からも適用性が高いと考えられる薬剤を防除基準に採用したので,そ の使用方法,

薬剤の特性等について解説して,指 導上の参考に供する.な お,取 り上げた薬剤は,新

規化合物及び病害虫防除体系上重要と考えられるものを対象とした。

2 技 術の内容

平成2年度病害虫防除基準に新たに採用した主な農薬,及 びその対象病害虫は,以 下

のとおりである。また,そ の使用法と使用上の留意点は別表に示した。なお, トリフル

ミゾール剤及びベフラゾエート剤については,別 途指導上の参考事項としたのでここで

は省略した,

(1)とドロキンイツキサソ
や―ル・メタラキンル剤とTPN剤の混用濯注 ・・………・Ⅲ…・・苗立枯病

(2)トリフルミゾール剤   ・ 1…・・……・・………''ばか苗病他 (題子消毒)

(3)ペフラゾエート剤

(4)オキツリエック酸剤   ・ ・・・…・・…・・……・・…もみ枯細菌病 (苗腐敗)

(5)トリシクラゾール剤   … ・・………・・………・・いもち病 (葉いもち)

(6)フルトラエル剤及びその混合剤  ・ ・・・…・・…・・級枯病

(7)ェトフェンプロリクス剤 ・・t,,,…………イネミス
・
ツ
!ウ
ムン,イネタヒ

や
ホ
Fツ
ハわ同時防除

(8)シクロプロトリン剤

(9)カルタップ剤

3 指 導上の留意事項

別表に示した。

4 当 該事項にかかる試験研究課題名

病害虫防除新農薬の効果

〃
　
　
〃
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別表 平 成2年度病害虫防除基準に採用した主な新農薬と新しい使用方法

抑 瀬
[雛 〕(薩 )

対象病害虫 使  用  法 使 用 上 の 留 意 点

ヒド麟シ科キサツ均,・メ

タラキンル剤[タチガレエース

液剤](30%.4.0%)
とTPN剤〔ダエール10
001(40%)の混用

苗立f古れ 防除時期 :播種時

防除方法 :育苗箱当り,各剤
0。5n を々水0.5費に希釈して

溝注する。

1.播 種前に苗立枯れ防除葉剤を床土に

使用しなかつた場合の対策として行う

2.ヒドロキンづキけヅール'メタラキカレ液剤とTPN,

ヽ
'ブ
ミル水和剤 (ダヨレキ水和剤)の購種

時同時濯注は,薬害を生じるのでf子わ
た1し、_                        i

オキツリニック酸

剤   |
[スタニナ水和剤〕

( 2 0 % )

も乃ヰ齢師密
病(首腐敗)

防除時期 :描種畑(種子消毒)

防除方法
①湿紛衣法 :↓ゴカ規踏病, い

もち病,ご ま葉枯病防除用種

子消毒剤所定量と本剤の乾燥

種子重の0.5%量を併せて湿紛
衣する.
②ほ濃度長時間浸漬法 く大

量種子消毒機による消毒済種
子のみ対象),200倍 液に24
B書簡滑盾する。

1。もみ枯細蘭痛による苗腐敗の発生は

年次変動が大きいので,薬剤処理は種

子の保画状況に関する情報等を参考に

2T昇れりニック勲剤は,も務網
病以外には効果がないので,必 ずばか

苗病等を対象とした種子消産剤との同

時防除を行う。

トリシクラゾール

剤
[ビームS粒 剤]

(4%)

いもち病
(棄いもち)

防除時期 :移植前日～当日

閉除方法 :育芭箱あたり80g
～100gを施用する。

1:サ サニシキ作付地帯で例年築いもち

が早期に多発するところでのみ行う.

2.育 苗箱施用だけでは,葉 いもちの防

盟数否♂桑鯨釜暑醒餃
に茎葉散布による防除を行う.

3.施 用にあたつては 「育苗箱施用上の

留責墓嬉 1券鮫守する.

フル トラエル剤

[モンカット粒剤l
(7%)

〔フジワンモンカ

ット抵浮刊]
(イツア

・
ロチオラン 12χ)

(フルトラコ,   7χ)

紺 齢

いもち病

(穂いもち)

と紋枯病の
同購防除

防除時期 :出穏跡～15日前

防除方法 :10a当り4kgを水

面施用する.

防除時期 :出穂20～15日前

防除方法 :10a当り4kgを水

面施用する.

1.紋 祐病の病卵 ヤ舌発になる出穂

直前以降の施用では効果が低下するの

で,施用時期に注意する.

2.施 用後3～ 4日は湛水状態 (浅水)

にしておく.  !

Iトフジフ
・
ロックス剤

[トレホ
'ン
脚 ]

(1.5χ)

ンタロフ
・
ロトリン済門

[ンタげ
―ル叫掛門]

(2.0%)

イネミス
・
ソ
'ウ
ムシ

とイネタビホ
'ツ

ハAンの同時
防除

防除時期 :6月 上旬

防除方法 :

エトフェンア
・
ロツクス壮立損門

10a当り2kgを水面施用す

る。
ンクロフ

・
ロトリン脚

10a当り1.5kgを水面施用
する.        _

1.イネミスリ
'ウ
ムンの圃場侵入盛期 (5月下

旬～6月上旬)で ,イネタヒ
・
ポツ‖ムン趨 F盛

襴 ぺ 瑠 路

期は地域によつて異なるが,械ね6月

上旬が同時防除の適期である.

2.両 剤とも蚕に対して毒性が強いので

取り扱いには十分注意

カルタップ水潜剤

[パダン水溶剤]
( 5 0 % )

イネミス
fツrウ

ムシ
とイネタビホ

Ⅲ
ツ

Aムンの同時
防除

防除時期 :移植時

防除力胡キ 10a当り200～300g

をペースト肥料と混和し側

条施肥田植機で施用する。

1.葉 剤とペースト肥糾との混和は,移

植当日に行う。棄剤を等量の水に解か

し,ぺ =ス ト肥料とよく混和する。

31鱗 3鞭 躍 騒 ↓あ で

取り扱いには十分注意在る.   _

5 . 試験成頼  省 略
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